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．
熊
本
領
南
部
海
辺
の
開
発

㈠
領
国
海
辺
と
開
発
地
域

熊
本
領
に
お
け
る
海
辺
開
発
は
、
地
域
的
に
み
る
と
領
国
の
ほ
ぼ
中
央
域
に
位
置
す
る
東
よ
り
西
へ
突
出
し
た
宇

土
半
島
を
境
と
し
、
北
部
海
辺
（
有
明
海
側
）
と
南
部
海
辺
（
八
代
海
側
）
の
開
発
に
区
分
で
き
、
土
質
の
ほ
か
開

発
規
模
に
若
干
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
八
代
海
側
で
は
、
宇
土
半
島
南
面
よ
り
八
代
・
日
奈
久
地
先
に
至
る
地
域

が
典
型
的
な
遠
浅
の
干
潟
で
、
そ
れ
に
加
え
て
球
磨
川
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
河
川
に
よ
る
複
合
三
角
州
地
帯
が
あ
り
、

切
れ
目
な
く
開
発
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
南
の
方
角
に
し
ば
ら
く
の
距
離
を
お
い
て
、
規
模
や
件
数
こ
そ
劣
る
も
の

の
、
葦
北
・
水
俣
地
域
に
も
古
く
か
ら
の
干
拓
実
績
が
み
ら
れ
る
。

八
代
海
沿
岸
の
開
発
総
面
積
よ
り
み
る
と
、
宇
土
半
島
南
面
か
ら
八
代
郡
地
先
ま
で
の
開
発
地
で
、
全
体
の
ほ
ぼ

九
割
強
を
占
め
、
中
で
も
八
代
周
辺
の
地
先
で
は
、
世
襲
の
筆
頭
家
老
松
井
氏
に
よ
る
御
赦
免
開
た
る
新
田
が
集
中

し
て
い
る
。
そ
の
北
方
、
松
橋
地
先
よ
り
八
代
ま
で
の
間
は
、
手
永
会
所
・
郷
・
有
吉
氏
ら
に
よ
る
開
発
地
が
存
在

す
る
が
、
藩
庁
機
関
主
導
に
よ
る
開
発
が
多
い
。
開
発
面
積
に
よ
り
八
代
海
の
海
辺
開
発
を
総
括
す
れ
ば
、
八
代
以

北
は
藩
庁
機
関
が
主
導
し
、
八
代
地
先
は
松
井
氏
が
主
導
す
る
二
重
構
造
的
開
発
で
あ
っ
た
。

㈡
新
地
床
と
開
発
権

ⅰ

新
地
床

近
世
熊
本
領
に
お
け
る
「
新
地
床
」
と
は
、
主
と
し
て
海
辺
の
新
地
、
す
な
わ
ち
干
拓
新
田
の
創
出
母
体
と
な
る

開
発
前
の
土
地
・
干
潟
の
こ
と
で
あ
り
、
海
辺
開
発
の
具
体
的
な
対
象
地
を
指
す
歴
史
的
表
記
で
あ
る
。
見
立
て
た

新
地
床
に
開
発
の
手
を
加
え
、
新
地
（
新
田
）
と
な
し
、
そ
こ
に
土
地
改
良
を
施
し
耕
地
化
を
図
っ
た
。
新
地
床
に

は
、
自
然
環
境
的
な
諸
類
型
が
見
い
だ
せ
、
大
別
す
る
と
河
海
辺
の
牟
田
（
湿
地
帯
）
と
干
潟
に
分
類
で
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
範
囲
・
域
内
で
多
種
多
様
な
条
件
的
差
異
を
備
え
た
新
地
床
の
存
在
が
あ
っ
た
。

〈
牟
田
開
と
葭
場
開
〉

河
口
地
域
に
は
、
流
砂
土
に
よ
り
水
底
に
堆
積
し
た
土
が
隆
起
し
て
で
き
た
「
州
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
単
独
の
河

川
の
場
合
と
複
合
河
川
の
場
合
と
で
発
達
の
様
子
が
異
な
り
、
ま
た
潮
汐
の
影
響
も
加
味
さ
れ
る
こ
と
で
、
形
態
・

規
模
と
も
に
大
き
く
変
化
す
る
。
ま
た
、
遠
浅
の
干
潟
と
連
続
す
る
よ
う
な
地
域
で
は
、
河
川
と
海
流
に
よ
る
作
用

に
よ
っ
て
、
年
々
発
達
す
る
州
や
干
潟
と
い
う
状
況
を
現
出
せ
し
め
た
。

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
『
球
磨
川
絵
図
』
に
は
、
葭
場
開
や
牟
田
開
・
潟
開
と
い
う
表
記
が
散
見
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
開
発
以
前
の
新
地
床
の
態
様
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
葭
の
栽
植
地
や
牟
田
お
よ
び
干
潟
を
開
発
し

た
新
地
で
あ
り
、
葭
場
開
は
八
代
の
河
口
（
日
置
川
・
前
川
・
球
磨
川
）
に
多
く
み
ら
れ
る
。
河
口
に
発
達
す
る
州
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に
は
、
総
じ
て
各
種
水
辺
植
物
の
群
生
が
あ
り
、
腐
葉
土
化
し
た
土
壌
環
境
を
形
成
し
葭
の
栽
植
に
適
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
「
州
」
の
一
団
が
複
合
三
角
州
で
、
別
の
表
記
を
す
れ
ば
、
広
域
に
亘
る
河
口
牟
田
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ⅱ

海
辺
開
発
権
と
開
発
動
機
（
そ
の
位
置
と
実
体
）

熊
本
領
内
に
お
け
る
海
辺
干
潟
や
河
口
牟
田
の
開
発
は
、
近
世
を
通
し
て
松
井
お
よ
び
有
吉
・
米
田
の
世
襲
三
家

老
に
特
許
さ
れ
た
権
利
で
あ
っ
た
。
権
利
付
与
の
理
由
と
所
以
は
、
松
井
氏
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
家
細
川
氏

が
戦
国
大
名
か
ら
近
世
大
名
に
変
化
し
て
い
く
過
程
に
お
け
る
献
身
的
な
奉
公
振
り
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。
開
発
権

の
行
使
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
新
地
は
、
御
蔵
納
を
免
除
さ
れ
た
御
赦
免
開
た
る
性
格
を
有
し
、
開
発
者
資
産
の
形

成
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
（
開
発
動
機
）
。

①
既
存
耕
地
の
末
端
部

開
発
権
付
与
に
対
す
る
前
提
条
件
は
、
開
発
地
床
（
新
地
床
）
の
存
在
で
あ
り
、
具
体
的
な
範
囲
設
定
の
必
要
が

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
蔵
入
地
や
御
給
地
と
境
を
接
し
て
お
り
、
決
し
て
独
立
的
に
分
離
さ
れ

た
状
態
で
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
は
既
存
耕
地
の
末
端
部
分
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
部

分
の
開
発
は
、
灌
漑
水
利
や
防
災
な
ど
の
面
で
、
本
方
の
年
貢
地
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。

②
開
発
権
の
実
体

世
襲
の
三
家
老
に
特
許
さ
れ
た
海
辺
の
開
発
権
は
、
新
地
床
拝
領
が
前
提
と
な
る
。
順
序
と
し
て
、
地
床
た
る
海

辺
湿
地
や
干
潟
の
拝
領
が
な
け
れ
ば
、
開
発
権
そ
の
も
の
も
あ
り
え
な
い
。
新
地
床
の
拝
領
と
い
う
事
実
の
う
え
に
、

開
発
権
た
る
資
格
と
能
力
が
付
与
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
望
む
と
こ
ろ
を
自
由
に
開
発
で
き
る
普
遍
的
な
開
発
権
利
実

体
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

㈢
松
井
氏
の
開
発
～
初
期
開
発
の
特
色

ⅰ

葭
牟
田
の
開
発

松
井
氏
は
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
、
八
代
城
入
城
以
来
、
八
代
を
支
配
し
、
そ
れ
ま
で
玉
名
郡
中
心
で
あ
っ

た
知
行
地
を
八
代
近
辺
に
移
し
て
い
く
。
当
時
の
八
代
郡
南
部
海
辺
湿
地
の
実
態
は
、
八
代
町
西
方
に
干
潟
や
沼
地

と
若
干
の
葭
牟
田
が
あ
り
、
南
方
に
は
球
磨
川
の
本
流
や
支
流
な
ど
の
河
口
域
に
、
広
大
な
葭
牟
田
が
展
開
し
て
い

た
。
複
合
河
川
化
し
、
洪
水
の
折
々
に
流
路
が
変
わ
る
不
安
定
な
地
域
で
、
部
分
的
に
葭
の
栽
植
地
と
な
っ
て
い
た

が
、
成
育
不
良
の
所
な
ど
、
水
抜
き
工
事
な
ど
の
簡
単
な
土
地
改
良
工
事
施
工
で
畑
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
無
秩
序
開
発
の
整
序

こ
う
し
た
土
地
を
政
治
的
権
力
を
も
っ
て
潮
除
け
塘
を
設
置
し
て
囲
い
込
み
、
百
姓
仕
立
て
を
お
こ
な
い
、
新
田

の
村
立
て
を
図
っ
て
い
く
。
近
世
初
期
に
は
、
河
口
牟
田
な
ど
の
湿
地
帯
に
お
い
て
周
辺
農
民
に
よ
る
無
秩
序
な
小

規
模
零
細
の
開
発
が
徐
々
に
進
行
し
て
い
た
が
、
松
井
家
中
に
よ
る
管
理
活
動
に
よ
っ
て
、
漸
次
秩
序
立
っ
た
開
発

と
な
っ
て
い
っ
た
。

松
井
氏
に
特
許
さ
れ
た
開
発
の
対
象
た
る
海
辺
干
潟
や
牟
田
の
中
に
は
、
荒
地
や
永
荒
扱
い
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
実
態
は
、
自
然
陸
化
し
た
洲
や
牟
田
の
随
所
に
、
地
域
農
民
に
よ
る
蚕
食
的
な
小
規
模
開
発
が
あ
り
、
検
地
お

よ
び
高
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
耕
地
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
は
領
主
の
意
に
沿
わ
な
い
無
秩
序
な
展
開
で
あ
る
。
初
期
海
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辺
開
発
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
零
細
で
小
規
模
な
開
発
地
の
一
団
を
、
堤
防
を
め
ぐ
ら
し
て
保
護
し
、
最
終
的
に
高

入
れ
し
て
年
貢
収
入
（
徳
米
）
を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

②
排
水
不
良

現
在
の
八
代
平
野
の
大
半
は
、
大
小
河
川
の
複
合
三
角
州
地
帯
お
よ
び
海
辺
干
潟
を
開
発
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ

る
。
河
口
・
干
潟
の
外
縁
部
は
、
そ
の
環
境
変
化
（
自
然
陸
化
や
干
拓
）
や
政
策
の
変
更
に
伴
う
休
止
期
は
あ
る
も

の
の
、
継
続
的
に
開
発
さ
れ
て
お
り
、
海
岸
線
は
西
（
海
）
に
向
か
っ
て
移
動
し
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
排
水
不
良

を
起
こ
し
、
よ
り
外
縁
に
新
地
を
開
発
し
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
時
期
が
到
来
す
る
。
近
世
の
海
辺
干
拓
地
で
は
、

干
潮
時
に
樋
門
を
開
放
し
て
干
拓
地
内
の
悪
水
を
排
出
す
る
自
然
排
水
の
方
式
を
と
っ
て
い
た
。

③
湿
田
化
の
進
行

有
明
・
八
代
両
海
沿
岸
の
ご
と
く
、
干
潟
の
発
達
が
著
し
く
、
干
拓
新
地
が
次
々
に
造
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
干
拓
地
の
先
端
部
分
が
江
湖
（
悪
水
溜
）
と
な
り
、
そ
れ
に
接
す
る
堤
防
の
外
側
に
潟
土
の
堆
積
が
間

断
な
く
進
行
し
て
い
く
。
国
土
地
理
院
一
万
分
の
一
の
地
図
よ
り
同
一
標
高
点
の
分
布
を
結
び
、
八
代
地
先
の
干
拓

地
断
面
を
想
定
す
る
と
、
旧
干
拓
地
の
堤
防
外
縁
部
（
新
干
拓
地
の
一
部
）
か
ら
新
干
拓
地
の
堤
防
に
向
か
っ
て
、

極
め
て
な
だ
ら
か
な
勾
配
で
傾
斜
し
、
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

干
拓
地
が
海
に
向
か
っ
て
重
層
し
な
が
ら
造
成
さ
れ
て
い
く
場
合
、
極
端
に
い
え
ば
同
様
の
勾
配
で
海
側
に
傾
斜

し
た
干
拓
地
が
、
い
く
つ
も
連
続
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
干
潟
に
潮
除
堤
防
が
設
置
さ
れ
る
た
び
に
、
そ
の

外
側
に
は
、
潮
汐
作
用
に
よ
る
潟
土
の
堆
積
が
く
り
返
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
自
然
排
水
に
頼
っ
た
近
世
に
お
い
て
は
、

効
果
的
な
排
水
が
困
難
と
な
り
湿
田
化
が
進
行
し
、
「
干
拓
が
干
拓
を
呼
ぶ
」
と
い
っ
た
局
面
を
む
か
え
る
。

④
湿
田
対
策

湿
田
対
策
は
、
湿
田
化
し
た
新
地
の
堤
防
外
を
新
た
に
開
発
す
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
湿
田
地
の
地
先
を
干
し
上
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
湿
田
地
の
水
を
吸
収
さ
せ
、
湿
田
地
帯
の
乾
田
化
を
図
っ
た
。
こ
れ
は
、
干
拓
地
の
抱
え
る

構
造
的
な
問
題
で
あ
り
、
負
の
循
環
と
よ
ぶ
べ
き
特
性
を
胚
胎
し
て
い
た
。
松
井
家
に
よ
る
干
拓
地
で
は
、
近
世
中

期
か
ら
こ
の
構
造
に
起
因
す
る
開
発
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
請
込
葭
牟
田
の
開
発
な
ど
、
実
質
的
に
は
土
地

改
良
的
な
も
く
ろ
み
と
防
災
目
的
な
ど
の
要
素
を
含
ん
だ
開
発
で
あ
り
、
同
様
の
構
造
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

現
在
に
お
い
て
も
、
熊
本
市
西
南
方
、
天
明
町
の
干
拓
堤
防
外
縁
地
域
や
八
代
金
剛
干
拓
外
縁
に
潟
土
堆
積
顕
著

な
地
域
が
あ
り
、
干
拓
地
内
の
排
水
を
困
難
に
し
て
い
る
。
極
端
な
排
水
障
害
の
出
現
す
る
周
期
は
、
自
然
現
象
や

環
境
の
差
異
に
よ
る
と
し
て
、
百
年
単
位
の
間
隔
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
く
に
明
治
中
期
以
降
か
ら
昭
和
四
○
年
代
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
干
拓
地
は
、
そ
の
大
半
が
汀
線
を
越
え
て
浅
海

に
進
出
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
自
然
排
水
で
は
対
応
出
来
ず
、
強
力
な
電
動
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
強
制
排
水
さ
れ

て
い
る
現
状
が
あ
る
（
堤
防
設
置
線
の
問
題
→
汀
線
を
挟
ん
で
の
攻
防
）
。

ⅱ

松
井
開
の
特
色

①
開
発
実
績

松
井
氏
は
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
よ
り
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
ま
で
八
代
城
代
の
任
に
あ
っ
た
。
同
家
よ

り
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
、
熊
本
県
令
宛
に
提
出
さ
れ
た
旧
藩
時
代
の
海
辺
新
地
に
関
す
る
報
告
書
写
『
明
治
九
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年
記
』
（
崇
城
大
学
図
書
館
）
に
よ
る
と
、
そ
の
間
に
二
八
件
九
五
二
町
歩
余
の
海
辺
開
発
を
実
行
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
報
告
書
は
作
成
手
続
き
に
重
大
な
欠
陥
が
あ
り
（
松
井
家
伝
来
の
文
書
史
料
に
拠
っ
て
い
な
い
）
、
実
際

の
事
蹟
は
、
そ
れ
を
上
回
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

②
八
代
海
北
部
海
辺
の
地
域
特
性

松
井
氏
に
よ
っ
て
八
代
郡
南
部
地
先
に
展
開
さ
れ
た
海
辺
開
発
の
過
半
は
、
他
の
熊
本
領
内
の
開
発
地
域
と
比
較

し
て
、
そ
の
自
然
的
特
性
に
お
い
て
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。
八
代
郡
北
部
か
ら
下
益
城
郡
地
先
に
か
け
て

の
海
浜
は
、
弧
状
を
連
ね
た
長
大
な
海
岸
線
で
、
現
在
で
も
引
き
潮
の
際
に
沖
合
数
㎞
に
わ
た
り
水
平
な
干
潟
が
出

現
す
る
。
熊
本
領
の
一
般
的
な
海
辺
開
発
は
、
こ
う
し
た
遠
浅
の
海
浜
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

③
八
代
海
南
部
海
辺
の
地
域
特
性

こ
れ
に
対
し
、
八
代
郡
の
南
部
は
、
大
小
河
川
に
よ
る
広
大
な
複
合
三
角
州
地
帯
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
と
く
に

球
磨
川
以
南
に
あ
っ
て
大
河
口
域
を
形
成
す
る
前
川
・
南
川
・
流
藻
川
の
下
流
域
は
、
葭
の
生
い
茂
る
湿
地
帯
で
あ

り
、
諸
河
川
の
間
に
大
規
模
な
洲
が
発
達
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
縁
辺
に
も
大
小
の
澪
筋
が
流
れ
、
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
洲
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
球
磨
川
を
中
心
と
す
る
諸
河
川
か
ら
流
下
す
る
土
砂
堆
積
と
潮
汐
運
動
に

よ
る
潟
土
の
還
流
堆
積
に
よ
っ
て
、
放
置
し
て
お
い
て
も
干
陸
化
し
て
い
く
、
発
達
す
る
干
潟
と
し
て
存
在
し
て
い

た
。
そ
こ
は
、
葭
や
七
島
な
ど
の
植
生
を
伴
う
湿
地
帯
で
あ
り
、
松
井
家
は
、
こ
う
し
た
特
性
を
有
す
る
地
域
を
請

込
葭
牟
田
と
し
て
支
配
し
た
の
で
あ
る
。

２
．
八
代
海
二
六
○
○
町
歩
開
発
計
画
と
鹿
子
木
量
平

㈠
開
発
の
骨
子

鹿
子
木
量
平
・
謙
之
助
親
子
に
よ
る
海
辺
干
潟
二
六
○
○
町
歩
開
発
構
想
は
、
彼
ら
に
よ
る
村
の
再
生
仕

法
実
践
、
国
富
論
（
富
国
論
）
展
開
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
。
そ
の
骨
子
と
な
る
べ
き
三
点
。

骨
子
１

下
益
城
・
宇
土
・
八
代
三
郡
沖
に
展
開
す
る
干
潟
、
二
六
○
○
町
歩
を
開
発
す
る
。

骨
子
２

藩
主
の
意
向
→
家
中
の
救
済
・
財
政
再
建
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
耕
地
拡
大
策
＝
大
開
発
計

画
の
必
然
性
。
「
国
富
」
と
国
土
開
発
（
『
勧
農
富
民
録
』
鹿
子
木
量
平
著
）
。

骨
子
３

惣
庄
屋
階
層
に
よ
る
村
の
再
生
・
古
田
の
改
良
→
耕
地
開
発
に
帰
結
。
政
策
不
全
に
よ
る
河

川
中
流
域
と
河
口
域
の
荒
廃
（
排
出
土
砂
堆
積
・
排
水
障
害
）

ⅰ

「
下
益
城
宇
土
八
代
三
郡
沖
干
潟
二
千
六
百
町
歩
」
開
発
計
画
の
概
要

①
企
画
お
よ
び
実
務
責
任
者
（
鹿
子
木
父
子
）

鹿
子
木
量
平
の
公
職
履
歴
抜
粋
（
明
治
三
十
一
年
『
故
鹿
子
木
量
平
神
号
願
』
よ
り
）

寛
政
五
年
十
二
月

飽
田
お
よ
び
詫
摩
両
郡
郡
代
附
横
目

同

九
年
六
月

杉
嶋
手
永
惣
庄
屋
代
官
兼
帯

文
化
元
年
五
月

野
津
手
永
惣
庄
屋
代
官
兼
帯

同

五
年
三
月

高
田
手
永
惣
庄
屋
代
官
兼
帯
及
び
野
津
手
永
惣
庄
屋
代
官
兼
帯
併
勤

同
八
年
十
二
月

五
町
手
永
惣
庄
屋
代
官
兼
帯

同
十
三
年
十
月

郡
中
吟
味
役

同
十
四
年
六
月

野
津
手
永
惣
庄
屋
代
官
兼
帯

同
七
月
大
牟
田
新
地
築
立
根
役

文
政
三
年
八
月

下
益
城
・
八
代
・
宇
土
三
郡
海
辺
新
地
築
立
根
役
吟
味
役
兼
帯

鹿
子
木
謙
之
助
（
鹿
子
木
量
平
四
男
）
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文
化
八
年
十
二
月

野
津
手
永
惣
庄
屋
代
官
兼
帯

②
開
発
内
容

「
文
政
三
年
辰
九
月
御
新
地
大
積
扣
」
中
の
「
文
政
三
年
下
益
城
宇
土
八
代
三
郡
御
新
地
積
方
畧
手
鑑
」
は
、

鹿
子
木
親
子
に
よ
る
三
郡
沖
干
潟
二
千
六
百
町
歩
開
発
計
画
の
見
積
書
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
各

々
の
手
永
よ
り
作
廻
に
出
向
い
て
植
民
す
る
形
態
が
明
白
に
な
っ
て
お
り
、
古
村
（
居
村
）
よ
り
次
三
男
等

の
植
民
者
を
募
り
、
新
田
村
を
仕
立
て
る
様
子
が
窺
え
る
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
の
一
は
、
手
永
内
村
々

に
年
貢
未
済
分
が
あ
れ
ば
、
植
民
地
た
る
新
田
村
か
ら
の
産
穀
で
充
当
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
古
田
の
再
生

に
加
え
て
村
の
再
建
に
寄
与
す
る
仕
法
で
あ
っ
た
。

イ
．
開
発
面
積
と
入
植
手
永
割
当
計
画

【
史
料
五
】
（
『
文
政
三
年
辰
九
月
御
新
地
大
積
扣
』
（
八
代
市
鏡
町
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）

一
惣
畝
数
弐
千
六
百
町

右
之
内

六
百
町

井
手
道
江
子
諸
費
地
、
壱
割
延
畝
分
共
、

弐
百
町

野
津
手
永
居
村
よ
り
作
廻
仕
可
申
段
願
出
居
申
候
分
、

三
拾
町

種
山
手
永
右
同
断
、

七
拾
町

河
江
手
永
よ
り
作
廻
仕
候
見
込
分
、

六
拾
町

松
山
手
永
よ
り
右
同
断
、

三
拾
町

郡
浦
手
永
よ
り
右
同
断
、

〆
三
百
九
拾
町

但
居
村
よ
り
受
持
作
廻
可
仕
分
、

四
百
八
拾
町

高
田
手
永
松
求
广
在
依
多
人
数
、
村
々
よ
り
自
勘
に
て
出
百
姓
仕
度
追
々
願
出
居

申
候
分
并
右
外
、
村
々
よ
り
出
百
姓
可
仕
候
、

百
町

野
津
手
永
よ
り
右
同
断
、

弐
百
五
拾
町

種
山
手
永
四
浦
在
并
村
々
よ
り
右
同
断
、

弐
百
町

河
江
手
永
海
東
谷
并
村
々
よ
り
右
同
断
見
込
分
、

六
拾
町

松
山
手
永
松
合
高
良
御
領
其
外
村
々
よ
り
右
同
断
見
込
分
、

九
拾
町

郡
浦
手
永
海
邊
村
々
よ
り
右
同
断
、

〆
千
弐
百
弐
拾
町

但
村
々
に
て
別
家
等
仕
候
者
地
方
拝
領
被
仰
付
候
へ
は
自
勘
に
て
出
百
姓
仕

作
廻
可
仕
見
込
分
其
外
他
手
永
よ
り
も
自
勘
に
て
出
百
姓
仕
度
、
内
々
懸
合

候
者
共
有
之
候
て
万
一
地
方
余
分
に
相
成
候
得
は
御
出
方
無
之
て
如
何
様
に
も

作
廻
可
仕
見
込
に
御
座
候
、

百
四
拾
町

野
津
手
永
漁
兼
之
者
受
持
可
申
分
、

八
拾
町

河
江
手
永
右
同
断
、

百
四
拾
町

松
山
手
永
右
同
断
、

四
拾
町

郡
浦
手
永
右
同
断
、

〆
四
百
町

但
漁
兼
偏
之
者
共
之
儀
、
右
御
普
請
中
相
応
之
日
雇
等
に
て
渡
世
仕
候
様
に
仕
法
を
付
、

男
女
老
幼
共
に
罷
出
候
得
は
却
て
漁
業
よ
り
為
合
に
相
成
、
其
上
両
三
年
定
詰
程
々
相
働

候
ハ
ゝ
随
分
御
百
姓
と
成
行
候
様
之
せ
り
出
も
可
有
之
、
第
一
漁
業
よ
り
は
手
堅
農
業
に
基
申

之
儀
に
付
、
各
別
之
御
出
方
被
及
申
間
敷
見
込
に
御
座
候
、
尤
如
何
躰
に
も
自
力
に
て
馳
罷

出
分
は
余
銭
弐
百
貫
目
之
内
よ
り
御
心
付
銭
被
渡
下
可
然
見
込
に
御
座
候
、
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ロ
．
開
発
地
の
水
門
設
置
場
所
内
訳

【
史
料
六
】
（
『
文
政
三
年
辰
九
月
御
新
地
大
積
扣
』
（
八
代
市
鏡
町
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）

水
門
積

【
参
考
】
四
百
町
新
地
大
鞘
樋
門

一
、
五
枚
戸
壱
艘

亀
崎
江
南
ほ
印

百
間
之
所

一
、
二
十
枚
戸
壱
艘

マ
ク
リ
タ
ヲ
南
り
印

百
間
之
所

一
、
五
枚
戸
壱
艘

コ
ナ
エ
南
ぬ
印

百
間
之
所

一
、
三
枚
戸
壱
艘

小
道
越
わ
ご

八
拾
間
之
内

一
、
五
枚
戸
壱
艘

横
江
北
つ
印

八
拾
六
間
之
内

一
、
拾
枚
戸
壱
艘

く
す
ら
江

弐
百
弐
拾
五
間
之
内

一
、
弐
枚
戸

こ
つ
か
た
を

百
間
之
所

一
、
五
枚
戸
壱
艘

揚
巻
た
を

百
間
之
間

一
、
三
枚
戸
壱
艘

芝
口
下
手

百
間
之
内

右
南
分

合
拾
四
艘

此
戸
数
百
枚

壱
枚
幅
八
尺
宛

但
松
角
に
て
三
通
之
底
土
臺
を
居
其
上
に
幅
四
間
半
長
水
門
幅
に
應
合蒦

を
入
厚
板
に
て
張
詰
、

左
右
ハ
割
石
・
切
石
に
て
石
垣
築
立
中
戸
数
に
應
角
石
に
て
二
重
之
通
土
薹
を
引
、
其
上
に
水

越
土
薹
を
居
本
柱
を
建
、
柱
之
後
口
ニ
戸
数
ニ
應
角
石
に
て
重
上
ケ
添
柱
を
建
、
高
サ
之
撫
を
取

蓋
石
を
置
、
前
口
は
戸
前
明
磧
懸
迦
之
弁
利
を
付
、
蓋
石
上
は
内
外
共
割
石
に
て
築
立
之
内

心
土
并
栗
石
詰
之
積
、

此
積
前
、
合
千
五
百
六
拾
貫
四
百
三
拾
六
匁
三
分
弐
厘

ハ
．
築
造
費
用
積
算
報
告

【
史
料
七
】
（
『
文
政
三
年
辰
九
月
御
新
地
大
積
扣
』
（
八
代
市
鏡
町
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）

惣
合
九
千
百
拾
壱
貫
八
百
七
拾
四
匁
八
分

右
は
今
度
下
益
城
・
宇
土
・
八
代
海
邊
新
開
御
築
立
し
ら
扁
か
た
御
用
懸
被
仰
付
、
御
立
會
御
見
分

之
上
際
目
建
方
且
積
方
被
仰
付
奉
得
其
意
候
、
私
共
立
會
御
築
立
之
仕
法
を
付
、
様
々
手
を
詰
相

し
ら
扁
申
候
処
、
右
之
通
ニ
御
座
候
、
則
絵
圖
壱
枚
相
済
指
上
候
、
以
上
、

文
政
三
年
九
月

小
田
七
郎
右
衛
門

【
参
考
】
七
百
町
新
地
潮
止
図
（
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）

鹿
子
木
謙
之
助

郡
浦
新
五
左
衛
門

平
野
角
次

松
山
丈
八

小
田
藤
右
衛
門

犬
塚
安
太

鹿
子
木
量
平

緒
方
吉
次

杉
浦
仁
一
郎
殿

宇
野
騏
八
郎
殿

奥
村
仙
蔵
殿

米
良
四
助
殿

ニ
．
御
新
地
三
分
割
の
費
用
積
算
報
告

【
史
料
八
】
（
『
文
政
三
年
辰
九
月
御
新
地
大
積
扣
』
（
八
代
市
鏡
町
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）



- 7 -

御
新
地
三
ヶ
一
所
取
分
ヶ
積
（
抜
粋
）

※
一
御
開
壱
ヶ
所

氷
川
よ
り
南
太
牟
田
御
開
殻
樋
北
迄

町
数
七
百
町

右
之
内

一
間
数
四
千
三
拾
九
間
六
合

新
塘
分

御
入
目
弐
千
百
五
拾
五
貫
九
百
目

一
同
百
間

但
御
普
請
御
小
屋
并
土
手
石
手
小
屋
床
兼
用
之
本
塘
分

御
入
目
八
拾
九
貫
弐
百
拾
弐
匁
四
分

一
水
門
六
艘

戸
数
三
拾
枚

御
入
目
四
百
六
拾
八
貫
百
三
拾
目

一
江
湖
筋
七
ケ
所

間
数
四
百
五
拾
間

御
入
目
弐
百
弐
拾
四
貫
三
百
六
拾
目

一
潮
留
壱
ケ
所

間
数
四
百
間

御
入
目
百
八
拾
七
貫
七
百
弐
拾
目

一
銭
百
壱
貫
目

土
手
石
手
諸
道
具
并
大
小
石
船
代
御
子
や
建
方
抱
夫
給
共

合
三
千
弐
百
弐
拾
六
貫
百
弐
拾
弐
匁
四
分

外
に

一
銭
四
百
四
拾
貫
九
百
九
拾
目
五
分
五
厘右

樋
川
よ
り
南
水
理
一
式
御
入
目

○
合
三
千
六
百
六
拾
七
貫
百
重
弐
匁
九
分
五
厘

※
一
御
開
壱
ケ
所

氷
川
よ
り
北
砂
川
迄

町
数
八
百
町

右
之
内

一
間
数
四
千
七
百
九
拾
壱
間
六
合

新
塘
分

御
入
目
弐
千
百
六
拾
九
貫
五
百
三
拾
五
匁
四
分
六
厘

一
水
門
五
艘

此
戸
四
拾
枚

御
入
目
六
百
弐
拾
四
貫
百
七
拾
四
匁
五
分
弐
厘

一
江
湖
三
ヶ
所

間
数
四
百
間

御
入
目
弐
百
八
拾
四
貫
弐
百
七
拾
八
匁
六
分
四
厘

一
小
屋
床
壱
ヶ
所

間
数
百
間

御
入
目
九
拾
壱
貫
弐
百
四
拾
八
匁
八
分
八
厘

一
潮
留
壱
ヶ
所

間
数
弐
百
五
拾
間

御
入
目
百
拾
七
貫
三
百
弐
拾
五
匁

一
銭
七
拾
四
貫
六
百
五
拾
弐
匁

土
手
石
手
諸
道
具
石
船
代
抱
夫
給
共

合
三
千
三
百
六
拾
壱
貫
弐
百
拾
四
匁
五
分

外
に

一
銭
百
拾
四
貫
百
四
拾
三
匁
三
分
八
厘

右
氷
川
よ
り
北
砂
川
迄
水
理
一
式
御
入
目

○
合
三
千
四
百
七
拾
五
貫
三
百
五
拾
七
匁
八
分
八
厘

※
一
御
開
壱
ヶ
所

砂
川
よ
り
北
弐
本
松
迄

町
数
千
百
町

右
之
内
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一
間
数
弐
千
七
百
六
拾
三
間
八
合

新
塘
分

御
入
目
千
四
百
九
拾
五
貫
四
百
三
拾
壱
匁
八
分
五
厘

一
水
門
三
艘

此
戸
三
拾
枚

御
入
目
四
百
六
拾
八
貫
百
三
拾
目
八
分
九
厘

一
江
湖
四
ヶ
所

間
数
四
百
拾
間

御
入
目
弐
百
四
拾
弐
貫
五
百
七
匁
七
分
六
厘

一
小
屋
床
壱
ヶ
所

間
数
百
間

御
入
目
八
拾
九
貫
弐
百
拾
弐
匁
四
分

一
潮
留
壱
ヶ
所

間
数
百
間

御
入
目
百
六
拾
四
貫
弐
百
五
拾
五
匁

一
銭
六
拾
五
貫
目

土
手
石
手
諸
道
具
其
外
石
船
代
抱
夫
給
共

合
弐
千
五
百
弐
拾
四
貫
五
百
三
拾
七
匁
九
分

外
に

一
銭
百
八
拾
貫
百
六
拾
弐
匁
九
厘

右
砂
川
北
よ
り
淺
川
通
久
具
川
迄
水
理
一
式
御
入
目

○
〆
弐
千
七
百
四
貫
六
百
九
拾
九
匁
九
分
九
厘

◎
三
口
合
九
千
八
百
四
拾
七
貫
百
七
拾
目
九
分
弐
厘

【
表
１
】
三
郡
沖
干
潟
二
千
六
百
町
歩
開
発
計
画
中
実
績
分

(

開
発
地
）

（
事
業
体
）

（
竣
工
年
）

（
開
発
面
積
）

（
摘
要
）

※
百
町
新
地

手
永

文
化
二
年

（
一
八
○
五
）

一
○
一
町
五
反

（
計
画
外
）

※
四
百
町
新
地

藩

文
政
二
年

（
一
八
一
九
）

四
三
二
町
歩

（
計
画
外
）

①
七
百
町
新
地

藩

文
政
四
年

（
一
八
二
一
）

七
四
○
町
五
反

②
鹿
嶋
尻
御
新
地

藩

天
保
九
年

（
一
八
三
八
）

二
一
五
町
五
反

③
亀
崎
御
新
地

藩

天
保
十
年

（
一
八
三
九
）

九
三
町
八
反

宇
土
方
と
共
同

④
下
住
吉
御
新
地

藩

天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）

九
六
町
歩

⑤
新
田
出
新
地

手
永

天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）

一
○
五
町
歩

⑥
松
橋
新
開

藩

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）

一
三
五
町
一
反

⑦
松
橋
新
開
築
添

藩

弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）

一
一
二
町
七
反

⑧
網
道
新
地

手
永

嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）

五
九
二
町
三
反

⑨
砂
川
新
開

藩

安
政
二
年

（
一
八
五
五
）

三
六
五
町
歩

◎
開
発
実
績
合
計

二
四
五
五
町
九
反

※
亀
崎
よ
り
宇
土
郡
二
本
松
ま
で
、
事
業
最
終
の
開
発
計
画
一
四
○
町
歩
（
開
発
名
「
二
本
松
新
地
」
）

ほ
ど
が
存
在
す
る
も
未
着
工
。

４
．
大
開
発
計
画
の
必
然
性
と
背
景

㈠
熊
本
藩
主
と
「
七
百
町
新
地
」
開
発
企
画

歴
代
藩
主
の
中
で
、
海
辺
開
発
に
つ
い
て
の
直
接
的
で
明
確
な
意
志
を
確
認
で
き
る
一
人
は
、
細
川
九
代

藩
主
斉
樹
で
あ
り
、
郡
代
や
鹿
子
木
量
平
を
は
じ
め
と
す
る
惣
庄
屋
ら
の
手
に
な
る
文
書
類
に
、
彼
の
海
辺

開
発
に
対
す
る
期
待
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
三
郡
御
新
地
雑
記
』
に
は
、
七
百
町
新
地
の
開
発
に
至
る

斉
樹
と
重
臣
ら
の
や
り
と
り
が
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
荻
角
兵
衛
（
昌
国
）
の
「
己
巳
雑

録
」
中
、
「
八
代
之
御
新
地
御
築
立
之
事
」
に
も
み
ら
れ
る
。

【
史
料
九
】
（
荻
角
兵
衛
「
己
巳
雑
録
」
『
新
開
新
地
』
所
収

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）

文
政
三
年
七
月
十
一
日
、
御
家
中
え
手
取
米
増
可
被
仰
付
と
之
君
上
難
有
思
召
に
て
、
沢
村
宇
右
衛
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門
殿
え
新
地
御
用
懸
被
仰
付
候
付
、
同
月
十
三
日
右
之
面
々
え
宇
右
衛
門
殿
於
宅
被
申
聞
候
趣
、
拙

者
儀
一
昨
日
御
用
之
儀
有
之
被
召
出
候
付
、
早
速
午
前
え
罷
出
候
處
御
膝
元
近
ク
被
召
寄
、
近
年
御

物
入
打
続
御
稼
手
向
甚
被
成
御
差
支
候
間
、
御
家
中
え
手
取
米
減
被
仰
付
置
候
ニ
付
て
は
一
統
及
難

渋
候
、
殿
、
逐
一
被
為
及
聞
召
、
兼
々
御
苦
悩
ニ
被
思
召
上
候
事
ニ
候
、

ⅰ

非
常
倹
約
令
の
延
長

家
老
沢
村
宇
右
衛
門
は
、
藩
主
よ
り
家
中
士
手
取
米
を
増
加
さ
せ
よ
と
の
意
向
の
も
と
、
新
地
御
用
懸
を

命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
よ
り
以
前
、
文
化
一
○
年
（
一
八
一
三
）
、
斉
樹
は
藩
主
直
書
を
も
っ
て
非
常
倹
約
令

を
示
達
し
て
家
中
手
取
米
を
減
じ
、
翌
年
に
五
ヶ
年
間
の
格
別
倹
約
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
倹
約
令
は
奏
功

せ
ず
、
手
取
米
減
な
ど
を
含
め
、
文
政
二
年
よ
り
さ
ら
に
五
ヶ
年
間
の
非
常
倹
約
令
延
長
を
達
し
た
。

ⅱ

家
中
の
困
窮
と
藩
主
の
苦
悩

翌
年
の
斉
樹
下
国
の
際
に
は
、
家
中
の
困
窮
い
よ
い
よ
顕
著
と
な
る
。
七
月
一
三
日
沢
村
家
老
は
、
自
宅

に
藩
主
御
用
人
と
御
郡
目
付
、
奉
行
、
宇
土
・
下
益
城
・
八
代
の
各
郡
代
、
そ
し
て
新
地
築
造
の
責
任
者
と

し
て
鹿
子
木
量
平
親
子
を
招
き
、
藩
主
の
苦
悩
を
訴
え
た
。

久
振
ニ
被
遊
御
下
国
候
間
（
前
年
御
滞
府
）
、
少
は
御
家
中
も
甘
居
か
申
哉
と
被
為
思
召
居
候
處
、

御
通
筋
家
敷
々
々
垣
廻
等
益
及
大
破
居
、
且
当
月
は
御
下
着
後
初
て
之
式
日
ニ
付
、
定
て
出
仕
之
面
々

も
大
勢
ニ
て
可
有
之
と
被
為
思
召
居
候
處
殊
外
少
人
数
ニ
て
至
て
淋
敷
、
畢
竟
ケ
様
ニ
有
之
候
と
申
は

御
渡
方
等
充
分
ニ
無
之
處
よ
り
之
儀
と
被
思
召
、
上
、
甚
以
被
遊
御
心
痛
候
間
、
何
卒
今
少
シ
家
中
者

共
渡
方
優
ニ
為
取
候
仕
法
は
有
之
間
敷
哉
と
被
仰
付
候
、
（
「
己
巳
雑
録
」
）

斉
樹
は
、
参
勤
前
と
比
較
し
て
少
し
は
家
中
の
寛
ぎ
も
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
い
ざ
帰
国

し
て
通
筋
の
家
々
を
眺
め
る
と
、
垣
廻
り
を
補
修
す
る
余
裕
も
な
い
よ
う
で
荒
れ
果
て
て
い
た
。
帰
国
後
初

め
て
の
式
日
に
は
、
多
く
の
家
臣
が
出
仕
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
に
少
人
数
で
寂
し

い
限
り
で
あ
る
。
斉
樹
は
そ
れ
ら
の
理
由
を
、
家
中
士
の
手
取
米
が
少
な
い
こ
と
に
あ
る
と
考
え
た
。
対
処

を
命
じ
ら
れ
た
沢
村
家
老
は
、
次
の
よ
う
に
言
上
し
た
。

如
何
躰
ニ
勘
考
仕
候
て
も
、
当
時
之
御
繰
合
ニ
て
御
本
方
よ
り
と
申
候
て
は
、
唯
今
之
上
ニ
被
増
下
候

仕
法
と
申
は
、
一
切
見
込
無
御
座
候
、
乍
然
、
昨
年
於
八
代
御
築
立
ニ
相
成
候
四
百
丁
之
御
廻
沖
手
・

氷
川
尻
ニ
懸
候
七
百
丁
、
ま
た
氷
川
尻
宇
土
二
本
松
ニ
懸
候
て
千
九
百
町
大
新
地
を
被
遊
御
築
立
候
ハ

ゞ
両
三
年
中
ニ
て
手
取
増
被
仰
付
候
丈
は
御
倉
入
可
有
御
座
奉
存
候
、
（
「
己
巳
雑
録
」
）
）

既
存
の
四
百
町
新
地
地
先
干
潟
に
七
百
町
新
地
を
造
成
し
、
さ
ら
に
そ
の
隣
か
ら
宇
土
半
島
二
本
松
に
至

る
ま
で
堤
防
を
延
長
し
、
新
た
に
一
千
九
百
町
歩
余
の
大
開
発
の
も
く
ろ
み
を
開
陳
す
る
。
こ
れ
に
対
し
斉

樹
は
、
「
是
に
過
候
良
策
は
有
之
間
敷
、
是
ハ
天
之
與
と
可
申
候
」
と
述
べ
た
．
沢
村
家
老
は
、
七
月
一
三
日
、

自
邸
に
参
集
し
た
人
々
へ
、
斉
樹
の
言
葉
と
し
て
次
の
こ
と
を
伝
え
、
一
同
の
奮
起
を
促
し
た
。

①
こ
の
よ
う
な
大
目
論
見
は
、
本
来
衆
議
に
諮
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
う
す
れ
ば
様
々
に
申
し
分
も
生
じ
、

事
が
成
ら
な
く
な
る
。
よ
っ
て
わ
ざ
と
衆
議
に
は
か
け
ず
独
断
で
沢
村
に
申
し
付
け
る
。

②
種
々
の
論
争
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
は
必
定
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
心
配
無
用
で
あ
る
。

志
を
堅
く
持
ち
、
是
非
存
念
を
達
す
る
べ
き
で
あ
る
。

③
心
力
を
尽
く
し
て
新
地
造
成
を
成
就
し
、
一
刻
も
早
く
家
中
の
者
共
の
困
窮
を
救
済
せ
よ
。

七
百
町
新
地
は
、
藩
主
の
並
々
な
ら
ぬ
後
援
を
受
け
、
宇
土
・
下
益
城
・
八
代
三
郡
海
辺
新
地
開
発
計
画

の
先
頭
を
切
っ
て
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
一
一
月
に
潮
留
さ
れ
た
。
斉
樹
の
意
向
は
、
文
政
九
年
に
彼
の

後
を
継
い
だ
細
川
斉
護
に
も
踏
襲
さ
れ
、
近
世
末
期
熊
本
藩
大
干
拓
時
代
の
掉
尾
を
飾
る
こ
と
に
な
る
。

㈡
人
口
増
勢
圧
力
と
耕
地
面
積

次
の
史
料
は
、
歴
代
藩
主
の
海
辺
開
発
に
対
す
る
基
本
認
識
を
示
し
、
そ
れ
は
ま
た
広
く
藩
庁
役
人
や
会
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所
の
役
人
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

【
史
料
一
○
】
（
「
奉
願
覚
」
天
保
一
一
年
八
月
『
天
保
覚
帳
』
六
ー
三
ー
一
八

熊
本
大
学
寄
託
永
青
文
庫
蔵
）

僉
議今

度
南
北
海
邊
ニ
於
ゐ
て
新
地
場
御
見
立
ニ
相
成
、

御
手
当
之
都
合
次
第
開
發
被
仰
付
候
御
主
意
は
改

申
上
候
ニ
不
及
候
得
共
、
右
は
根
元
寛
永

御
入
國
之
砌
は
御
国
中
惣
人
数
弐
拾
弐
万
三
千
人
餘
、
田

畑
六
万
四
千
町
當
時
は
惣
人
数
五
拾
九
万
三
千
人
田
畑
八

万
弐
千
町
餘
ニ
而
人
数
は
三
拾
七
万
餘
相
増
、
田
畑
は
纔

壱
万
八
千
町
之
増
ニ
而
甚
不
釣
合
ニ
有
之
、
其
外
土
貢
不
釣

合
ニ
而
零
落
ニ
陥
候
ヶ
所
も
段
々
有
之
候
得
共
、
御
免
下

反
別
下
等
取
扱
之
備
無
之
、
且
請
免
不
幸
ニ
而
壱
…

（
※
永
青
閲
第
一
六
号
）

ⅰ

村
方
零
落
の
一
因

天
保
年
間
当
時
、
人
口
増
加
の
趨
勢
を
み
る
と
、
寛
永
年
の
細
川
氏
肥
後
移
封
当
時
と
比
較
す
れ
ば
、
お

よ
そ
二
．
六
倍
強
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
田
畑
面
積
の
増
加
で
は
一
．
三
倍
弱
の
伸
び
に
す
ぎ
な
い
。
御

郡
方
で
は
、
人
口
増
加
と
耕
地
面
積
増
加
趨
勢
の
不
均
衡
が
村
方
零
落
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
と
し
、
「
御

国
民
御
撫
育
と
し
て
開
発
被
仰
付
段
被
奉
達
」
と
記
す
。

ⅱ

領
内
人
口
と
耕
地
面
積
の
関
係
～
増
加
趨
勢
の
不
均
衡

領
内
人
口
と
農
耕
地
面
積
の
変
遷

①
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
細
川
忠
利
肥
後
入
国
当
時
の
領
内
人
口
と
田
畑
畝
数

総
人
口

二
二
万
三
○
○
○
人
余

田
畑
面
積

六
万
四
○
○
○
町
歩

②
天
保
一
○
年
（
一
八
三
九
）
当
時
の
領
内
人
口
と
田
畑
畝
数

総
人
口

五
九
万
三
○
○
○
人
余

田
畑
面
積

八
万
二
○
○
○
町
歩

※
二
○
○
余
年
の
間
に

人
口
は
二
、
六
倍
強
に
増
加

田
畑
は
一
、
三
倍
強
に
増
加

㈢
開
発
の
顛
末

ⅰ

開
発
範
囲
と
許
可
申
請

八
代
郡
鏡
村
沖
よ
り
氷
川
河
口
に
至
る
七
百
町
新
地
か
ら
北
上
し
、
宇
土
郡
永
尾
村
二
本
松
に
至
る
干
潟

一
九
○
○
町
歩
余
を
干
拓
造
成
す
る
大
開
発
計
画
で
あ
り
、
基
本
計
画
は
鹿
子
木
量
平
・
謙
之
助
親
子
の
構

想
に
拠
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
沢
村
家
老
に
進
言
し
、
計
画
推
進
の
同
意
を
得
た
後
、
藩
内
事
情
に
支
障
の
な

い
時
期
を
選
び
着
工
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
、
こ
の
大
計
画
の
一
環
で
あ
ろ
う
新
地
開
発
願
が
、
種
山
手
永
よ
り
氷

川
尻
に
一
五
○
町
歩
、
下
益
城
郡
の
五
手
永
よ
り
河
江
手
永
海
辺
に
三
○
○
町
歩
、
平
準
方
よ
り
氷
川
尻
に

三
○
○
町
歩
が
各
々
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
ま
た
も
築
立
に
支
障
の
な
い
時
期
に
な
れ
ば
許

可
す
る
と
い
う
決
裁
が
下
さ
れ
、
一
旦
不
許
可
と
な
っ
た
。

ⅱ

逐
次
開
発
と
計
画
生
産
高

三
年
後
の
天
保
一
○
年
、
鹿
嶋
尻
御
新
地
二
一
五
町
五
反
、
亀
崎
御
新
地
九
三
町
八
反
と
、
次
々
に
開
発
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が
成
就
し
、
最
終
的
に
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
砂
川
新
開
の
三
六
五
町
歩
ま
で
、
計
画
面
積
一
九
○
○
町

歩
の
う
ち
、
合
計
八
件
で
一
七
一
五
町
四
反
余
の
竣
工
を
み
る
。

次
の
史
料
は
、
「
七
百
町
新
地
」
以
降
の
開
発
地
を
二
千
町
歩
と
定
め
て
想
定
し
た
計
画
生
産
高
を
記
す
。

計
画
面
積
を
「
千
九
百
町
歩
」
と
表
記
が
あ
る
一
方
で
、
「
田
畑
弐
千
町
程
」
と
も
書
か
れ
て
お
り
、
本
件

積
書
（
文
政
三
年
辰
九
月
『
御
新
地
大
積
扣
』
）
が
、
開
発
計
画
と
実
態
の
誤
差
を
考
慮
し
た
大
枠
の
積
算

書
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
全
体
の
撫
反
で
反
当
壱
石
五
斗
五
升
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、

海
辺
干
拓
地
特
有
の
豊
か
な
地
味
を
前
提
と
し
た
評
価
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

【
史
料
一
一
】
（
『
文
政
三
年
辰
九
月
御
新
地
大
積
扣
』
（
八
代
市
鏡
町
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）

覚

一
、
田
畑
弐
千
町
程

御
新
地
分

此
出
来
米
三
万
千
石

但
田
畑
上
中
下
位
之
撫
反
壱
石
五
斗
五
升
右
米
の
見
込
、

壱
万
七
百
八
拾
石

上
納
米

弐
万
弐
百
弐
拾
石

作
徳
米三

軒
屋
御
開
其
外
上
畝
物
ニ
相
成
可
申
分
、

一
、
四
百
拾
町
八
反
六
畝
拾
弐
歩

此
出
来
米
七
千
八
百
六
石
余

但
上
中
下
位
之
撫
反
壱
石
九
斗
右
米
之
見
込
、

千
三
百
六
拾
三
石
四
斗
三
升

床
上
納
分

千
百
壱
石
余

上
畝
物
米
・
上
畝
下
り

五
千
三
百
四
拾
壱
石
五
斗
七
升

作
徳
米

○
上
納
米
合

壱
万
千
八
百
八
拾
壱
石
余

此
高
百
石
高
拾
七
石
手
永
之
積
ニ
〆

六
万
九
千
八
百
九
拾
石
余

同
弐
拾
七
石
手
永
之
積
ニ
〆

四
万
四
千
石
余

以
上
、

５
．
ま
と
め
に
か
え
て
～
巨
大
海
辺
開
発
は
水
利
と
不
可
分

干
拓
は
総
合
的
な
水
利
の
一
環
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
水
利
の
先
に
干
拓
が
あ
っ
た
。
鹿
子
木
量
平
は
、

「
成
長
す
る
干
潟
」
と
「
海
辺
低
平
地
の
排
水
障
害
」
を
分
析
し
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
干
潟
に
塘
を
築
き
、

内
側
を
干
し
上
げ
て
古
田
の
過
剰
な
水
を
吸
収
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
創
成
さ
れ
た
新
た
な
海
辺
開

発
地
も
ま
た
、
遠
か
ら
ず
排
水
障
害
に
行
き
当
た
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
堤
防
の
外
側
に
さ
ら
な
る
新
開
地

を
開
発
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
下
益
城
・
宇
土
・
八
代
三
郡
沖
干
潟
二
六
○
○
町
歩
干
拓
計
画
は
、
耕
地

拡
大
を
最
大
の
目
的
と
し
つ
つ
も
、
副
次
的
に
八
代
郡
鏡
村
地
先
か
ら
汀
線
上
に
沿
い
、
宇
土
郡
高
良
村
地

先
ま
で
の
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
、
内
陸
側
の
湿
田
化
し
た
古
田
の
再
生
対
策
と
し
て
機
能
し
た
。
こ

の
事
情
は
、
熊
本
領
の
北
部
海
辺
に
お
い
て
も
基
本
的
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

程
度
の
差
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
有
明
海
と
八
代
海
の
広
大
な
干
潟
に
沿
う
海
辺
村
々
の
干
拓
地
は
、
未
開

の
干
潟
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
で
地
底
そ
の
も
の
に
水
を
湛
え
、
排
水
の
行
き
場
が
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

巨
大
な
ス
ポ
ン
ジ
と
化
し
た
湿
田
の
水
を
移
動
さ
せ
る
手
段
の
一
つ
が
堤
外
干
潟
の
干
拓
で
あ
る
。
湿
田
の

地
先
に
堤
防
を
築
き
内
側
を
干
し
上
げ
る
と
、
そ
の
乾
燥
し
た
大
地
に
湿
田
の
水
気
が
吸
収
さ
れ
て
い
く
。

鹿
子
木
量
平
の
企
画
構
想
し
た
百
町
新
地
は
、
湿
田
解
消
に
端
を
発
し
た
海
辺
開
発
で
あ
り
、
そ
の
後
四
百

町
新
地
・
七
百
町
新
地
と
連
続
す
る
開
発
に
も
同
様
の
趣
旨
が
窺
わ
れ
る
。
該
地
海
辺
の
干
拓
は
、
ま
さ
に

水
利
の
延
長
と
し
て
の
側
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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《
補
足
》

◎
用
語
と
し
て
の
「
干
拓
」

ⅰ

干
拓
と
は
、
湖
沼
ま
た
は
河
海
に
築
堤
そ
の
他
の
工
事
を
お
こ
な
い
、
内
側
の
水
を
排
出
し
土
地
を
造
成
す

る
こ
と
。

ⅱ

日
本
で
は
、
農
耕
地
の
創
出
手
段
と
し
て
中
世
以
前
か
ら
歴
史
が
あ
り
、
近
世
に
至
っ
て
築
堤
技
術
の
向
上

や
石
造
樋
門
の
登
場
を
み
て
以
来
大
規
模
化
し
、
現
代
に
至
る
ま
で
湖
沼
・
河
海
を
問
わ
ず
、
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ

て
き
た
。

ⅲ

「
干
拓
」
な
る
言
葉
そ
の
も
の
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
、
耕
地
整
理
法
改
正
時
に
制
定
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
。

【
史
料
一
】

耕
地
整
理
法
中
改
正
法
律
改
正
案

耕
地
整
理
法
中
左
ノ
通
改
正
ス

第
一
条
中
「
区
画
形
質
ノ
変
更
」
ノ
下
ニ
「
湖
海
ノ
埋
立
、
干
拓
」
ヲ
加
フ
…
（
以
下
略
）

（
大
正
三
年
三
月
一
○
日
第
三
一
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
事
録
・
速
記
録
第
二
回
）

明
治
維
新
後
、
し
ば
ら
く
の
間
、
干
拓
に
相
当
す
る
字
句
の
規
定
は
な
く
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
一
一
月
発

布
の
法
律
第
三
○
号
地
租
条
例
第
一
六
条
第
五
項
（
水
面
埋
立
地
免
租
年
期
許
可
条
項
）
が
、
唯
一
適
用
可
能
な
条
規
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
、
「
埋
立
」
に
干
拓
の
意
味
を
拡
大
解
釈
し
、
理
解
せ
し
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
正
三
年
以
前
の
史
料
に
は
、

「
干
拓
」
と
い
う
言
葉
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
日
い
う
と
こ
ろ
の
「
干
拓
」
を
、
近
世
や
中
世
の
史
料
に
さ
が
す
と
、
①
海
辺
新
地
普
請
、
②
新
墾
、
③
開
発

（
か
い
ほ
つ
・
か
い
は
つ
）
、
な
ど
と
い
っ
た
用
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
築
造
さ
れ
た
新
田
の
こ
と

を
、
熊
本
領
で
は
、
「
新
地
」
と
い
い
、
○
○
新
地
と
称
し
た
り
、
○
○
開
（
ひ
ら
き
）
や
○
○
搦
（
か
ら
み
）
な
ど
と

い
っ
て
い
る
。
河
口
を
含
む
海
辺
湿
地
帯
の
開
墾
や
土
地
改
良
お
よ
び
防
災
的
措
置
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
耕
作
地
も
、
新
地

や
開
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
近
世
以
前
の
海
辺
開
発
に
は
、
純
然
た
る
干
拓
に
加
え
、
湿
地
帯
の
開
墾
や
土
地
改
良
・
防
災
工
事

な
ど
も
、
「
開
発
」
と
し
て
包
含
さ
れ
、
①
～
③
の
語
句
な
ど
で
ひ
と
括
り
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
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【
近
世
熊
本
領
の
干
拓
関
連
参
考
文
献
お
よ
び
史
料
等
の
抜
粋
】

〈
文
献
編
〉
順
不
同

①
農
林
省
農
務
局
『
旧
藩
時
代
ノ
耕
地
擴
張
改
良
事
業
ニ
關
ス
ル
調
査
』
（
一
九
二
七
）

②
福
岡
県
内
務
部
『
有
明
海
沿
岸
鍬
先
地
調
査
』
（
福
岡
県
一
九
二
九
）

③
佐
賀
県
耕
地
協
会
『
佐
賀
縣
干
拓
史
』
（
佐
賀
県
耕
地
協
会
一
九
四
一
）

④
熊
本
県
『
熊
本
縣
潮
害
史
（
大
正
三
年
）
』
（
熊
本
県
一
九
一
八
）

⑤
熊
本
県
『
熊
本
縣
潮
害
史
（
昭
和
二
年
）
』
（
熊
本
県
一
九
三
三
）

⑥
福
岡
県
農
地
改
革
史
編
纂
委
員
会
『
福
岡
縣
農
地
改
革
史
』
上
巻
（
農
地
委
員
会
福
岡
県
協
議
会
一
九
五
○
）

⑦
佐
賀
県
農
地
改
革
史
編
纂
委
員
会
『
佐
賀
縣
農
地
改
革
史
』
上
巻
（
農
地
委
員
会
佐
賀
県
協
議
会
一
九
五
一
）

⑧
喜
多
村
俊
夫
「
肥
後
藩
干
拓
新
田
の
特
異
性
（
『
熊
本
史
学
』
三
号
熊
本
史
学
会
一
九
五
二
）

⑨
喜
多
村
俊
夫
「
干
拓
新
田
の
歴
史
的
地
理
的
構
造
～
肥
後
国
玉
名
郡
横
島
新
田
」
（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
論
集
』

名
古
屋
大
学
文
学
部
一
九
五
三
）

⑩
古
島
敏
雄
『
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
』
（
岩
波
書
店
一
九
六
七
）

⑪
大
阪
府
立
狭
山
池
博
物
館
『
重
源
と
そ
の
時
代
の
開
発
』
（
大
阪
府
立
狭
山
池
博
物
館
二
○
○
二
）

⑫
渋
谷
敏
実
『
加
藤
清
正
の
干
拓
説
に
対
す
る
疑
問
』
（
熊
本
工
業
大
学
出
版
局
一
九
八
一
）

⑬
本
田
彰
男
『
肥
後
藩
農
業
水
利
史
』
（
熊
本
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
一
九
七
○
）

⑭
藤
川
武
信
「
干
拓
造
成
の
見
地
か
ら
し
た
有
明
海
の
干
潟
の
研
究
」
（
『
九
州
農
業
試
験
場
干
拓
部
彙
報
』
九
州
農

業
試
験
場
一
九
五
四
）

⑮
九
州
農
業
試
験
場
環
境
第
二
部
「
九
州
の
干
拓
土
壌
に
関
す
る
研
究
」
（
『
九
州
農
業
試
験
場
彙
報
』
１
巻
九
州
農

業
試
験
場
一
九
五
二
）

⑯
園
田
一
亀
『
横
島
郷
土
志
』
（
横
島
村
役
場
一
九
四
九
）

⑰
森
山
恒
雄
「
肥
後
五
十
四
万
石
の
成
立
」
（
『
新
熊
本
の
歴
史
』
熊
本
市
一
九
七
九
）

⑱
玉
名
市
教
育
委
員
会
「
北
牟
田
塚
墳
墓
」
（
『
玉
名
市
文
化
財
調
査
報
告
』
３
集
一
九
七
九
）

⑲
熊
本
県
『
熊
本
県
史
』
別
巻
１
（
熊
本
県
一
九
六
五
）

⑳
續
日
本
史
籍
協
會
叢
書
『
横
井
小
楠
關
係
史
料
』
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
三
八
）

㉑
森
田
誠
一
『
近
世
に
お
け
る
在
町
の
展
開
と
藩
政
』
（
山
川
出
版
社
一
九
八
二
）

㉒
松
本
寿
三
郎
『
近
世
の
領
主
支
配
と
村
落
』
（
清
文
堂
二
○
○
四
）

㉓
森
泰
博
『
大
名
金
融
史
論
』
（
新
生
社
一
九
七
○
）

㉔
鎌
田
浩
『
熊
本
藩
の
法
と
政
治
』
（
創
文
社
一
九
九
七
）

㉕
大
熊
孝
『
利
根
川
治
水
の
変
遷
と
水
害
』
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
一
）

㉖
大
熊
孝
『
洪
水
と
治
水
の
河
川
史
』
（
平
凡
社
一
九
八
八
）

㉗
内
山
幹
生
「
肥
後
新
田
方
犬
塚
安
太
に
み
る
開
発
思
想
」
（
熊
本
大
学
『
熊
本
史
学
』
二
○
○
四
）

㉘
横
島
町
史
編
纂
委
員
会
（
内
山
幹
生
共
著
）
『
横
島
町
史
』
（
玉
名
市
二
○
○
八
）

㉙
新
修
志
摩
町
史
編
纂
委
員
会
（
内
山
幹
生
共
著
）
『
新
修
志
摩
町
史
』
（
福
岡
県
志
摩
町
二
○
○
九
）

㉚
荒
尾
市
史
編
集
委
員
会
（
内
山
幹
生
共
著
）
『
荒
尾
市
史
』
（
荒
尾
市
二
○
一
二
）

㉛
内
山
幹
生
共
著
「
海
辺
干
拓
地
に
お
け
る
村
の
組
成
」
（
『
熊
本
藩
の
地
域
社
会
と
行
政
』
思
文
閣
二
○
○
九
）

〈
史
料
編
〉
順
不
同

①
「
請
新
地
一
紙
書
抜
」
成
松
古
十
郎
（
熊
本
市
城
南
町
歴
史
民
俗
資
料
館
）

②
『
三
郡
御
新
地
雑
記
』
成
松
古
十
郎
（
熊
本
市
城
南
町
歴
史
民
俗
資
料
館
）

③
『
邦
君
積
善
記
』
鹿
子
木
量
平
（
八
代
市
鏡
町
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）

④
「
己
巳
雑
録
」
荻
昌
国
（
熊
本
県
立
図
書
館
）

⑤
「
七
百
町
本
堤
積
」
鹿
子
木
謙
之
助
（
八
代
市
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）

⑥
「
僉
儀
書
面
」
（
天
保
覚
帳
六
ー
三
ー
一
八
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
）
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⑦
『
拾
芥
圃
記
』
永
井
宇
七
兵
衛
（
熊
本
県
立
図
書
館
）

⑧
『
嘉
永
七
年
寅
五
月
玉
名
郡
小
田
手
永
横
嶋
村
海
邊
内
膳
殿
新
御
開
田
見
圖
御
帳
』
（
玉
名
市
教
育
委
員
会
）

⑨
『
小
田
郷
士
族
帳
』
（
玉
名
市
立
図
書
館
）

⑩
『
御
勝
手
向
志
良
遍
』
（
熊
本
県
立
図
書
館
）

⑪
『
御
花
畑
御
奉
行
所
日
記
抄
出
』
（
熊
本
大
学
付
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
）

⑫
『
御
新
地
方
記
録
』
（
宇
城
市
教
育
委
員
会
）

⑬
『
御
新
地
大
積
扣
』
鹿
子
木
量
平
・
謙
之
助
（
八
代
市
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）

⑭
「
御
郡
方
御
開
所
普
請
御
用
之
鉄
道
具
積
書
」
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
）

⑮
『
教
戒
記
録
』
鹿
子
木
量
平
（
八
代
市
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）

⑯
『
野
津
手
永
零
落
御
救
一
件
』
鹿
子
木
量
平
（
八
代
市
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）

⑰
「
松
橋
尻
新
地
見
立
積
帳
」
（
九
州
大
学
農
学
部
図
書
館
）

⑱
「
宝
暦
以
来
御
勝
手
向
御
繰
合
之
御
模
様
大
略
調
帳
」
（
熊
本
県
立
図
書
館
）

⑲
「
亀
崎
御
新
地
亀
尾
村
田
畑
名
寄
御
帳
」
（
熊
本
県
立
図
書
館
）

⑳
『
先
例
略
記

御
城
作
事
一
途
』
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
松
井
文
庫
）

㉑
『
先
例
略
記

御
開
之
部
』
（
熊
本
大
学
付
属
図
書
館
松
井
文
庫
）

㉒
『
塘
筋
全

御
開
に
係
り
候
例
』
（
熊
本
大
学
付
属
図
書
館
松
井
文
庫
）

㉓
『
旧
章
略
記
』
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵
）

㉔
『
松
山
手
永
手
鑑
』
（
宇
城
市
不
知
火
町
河
野
家
文
書
）

㉕
『
水
理
考
』
鹿
子
木
量
平
（
八
代
市
鹿
子
木
勝
氏
蔵
）

【
図
１

「
七
百
町
新
地
惣
絵
図
～
部
分
」
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵
】
（
※
永
青
閲
第
一
六
号
）



- 15 -

【
図
２

亀
崎
御
新
地
・
松
橋
新
開
お
よ
び
同
築
添
新
地
（
一
九
六
四
撮
影

国
土
地
理
院
）
】
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